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来
春
開
校
へ
校
区
説
明
会
を
開
く

市
内
2
2
番
目
の
小
学
校
に
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た
め
、
椛
島
第
二
小
学
校
（
仮
称
）
の
建
設
計
画
を
す
す
め
て
き
ま
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し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
校
区
割
り
を
地
元
に
説
明
し
ま
し
た
。
槙
島
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第
二
小
学
校
は
公
団
椛
島
団
地
の
槙
島
中
学
校
横
に
建
設
す
る
こ
と
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に
し
て
い
ま
す
。
今
月
に
着
工
、
来
年
四
月
に
開
校
の
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で
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市
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内
二
十
二
番
目
の
小
学
校
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

級
）
、
六
十
三
年
度
五
百
三
十
九
人

（
十
五
学
級
）
と
な
り
ま
す
。

校
区
割
り
は
次
の
通
り
で
す
。

市
内
の
児
童
・
牛
徒
数
は
、
四

十
年
か
ら
の
人
口
急
増
に
伴
っ
て

毎
年
一
〇
％
以
上
増
え
つ
づ
け
、

小
、
中
学
校
の
新
設
が
続
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
五
十
年
に
は
い
っ

て
か
ら
は
増
加
を
五
－
六
％
に
減

－4ヤ｀

児童数の増加に毎年のように増築で対応してきた棋島小学校

｝
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四
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少
し
た
も
の
の
、
約
于
〈
ぐ
ら
い

ず
つ
増
え
て
お
り
、
今
年
に
入
っ

て
ぶ
つ
や
く
落
ち
管
く
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

極
島
小
学
校
は
、
明
治
十
五
年

に
開
校
し
ま
し
た
が
、
近
鉄
京
都

線
東
側
の
急
激
な
宅
地
開
発
で
児

童
数
が
増
加
、
こ
の
た
め
毎
年
の

ぷ
つ
に
増
築
に
よ
り
対
応
し
て
き

ま
し
た
。

現
在
の
児
童
数
は
千
二
百
三
十

一
人
（
三
十
三
学
級
）
で
、
六
十
一

年
度
に
は
千
三
百
五
十
五
人
三

土
ハ
学
級
）
に
な
る
見
込
み
で
あ

り
、
そ
の
後
も
増
加
の
煩
向
に
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
学
校
規
嘆
の
適
正

化
と
教
育
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、
横
島
第
二
小
学
校
の
建
設
計

画
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
航
島
町
本
Ｍ
敷
の

依
島
中
学
校
の
隣
接
地
一
万
六
千

五
百
二
十
一
平
方
‥
に
、
鉄
筋
四

階
建
て
の
校
舎
（
普
通
教
室
十
二
、

特
別
教
室
五
）
と
プ
ー
ル
（
二
十

五
ロ
・
六
コ
ー
ス
）
、
屋
内
運
動
場

（
六
百
三
十
七
平
方
び
）
か
建
設
、

今
月
着
工
し
、
来
年
四
月
に
開
校

す
る
予
定
で
す
。

両
校
の
校
区
は
、
市
道
南
落
合

線
、
同
大
曲
・
大
川
原
線
で
分
割

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
横
島
小

学
校
で
は
五
十
八
年
度
九
百
九
十

三
人
（
二
十
七
学
級
）
、
六
十
三
年

度
に
は
約
八
百
人
（
二
十
四
学
級
）

と
な
り
、
横
島
第
二
小
学
校
で
は
、

五
十
八
年
度
三
百
七
人
（
十
二
学

〈
横
島
小
学
校
〉
横
島
町
の
一
の

坪
、
石
橋
、
一
町
田
、
薗
場
、
大

川
原
、
大
町
、
大
幅
、
五
才
田
、

北
内
、
郡
、
島
前
、
外
、
月
夜
、

中
川
原
、
幡
貫
、
吹
前
、
門
口
の

全
部
、
拾
壱
、
南
落
合
、
小
倉
町

呑
日
森
、
新
田
島
の
各
一
部
。

〈
横
鳥
第
二
小
学
校
〉
依
島
町
の

落
合
、
本
尾
敷
、
目
川
、
清
水
、

千
足
、
参
拾
五
、
弐
拾
四
、
拾
八

横島第二小学校の建ｉｓ予定地（正面の建物は四月に

開校した横島中学校）

拾
六
の
全
部
。
拾
壱
、
南
落
合
、

小
倉
町
新
田
島
の
各
一
部
。

な
お
、
小
学
校
の
新
設
は
五
十

三
年
四
月
に
開
校
に
歪
し
た
南
小

倉
小
学
校
以
来
五
年
ぶ
り
で
、
極

島
第
二
小
学
校
が
完
成
し
ま
す
と

市
内
二
十
二
番
目
の
小
学
校
と
な

り
ま
す
。

校
の
真
南
側
で
す
。
同
場
所
は
一

部
バ
軒
屋
谷
遺
跡
叱
か
か
る
た

め
、
当
面
埋
蔵
文
化
財
調
査
か
火

施
し
’
＜
ｒ
；
ｇ
ｔ
ｉ
＞
ｃ
＾
ら
測
鬘
、
設

計
に
入
り
、
保
安
林
解
除
申
請
後
、

工
事
に
篁
干
る
予
定
で
す
。

南
宇
治
中
学
校
（
生
徒
整
千

二
百
五
人
）
の
現
校
区
は
、
大
開

小
学
校
、
大
久
保
小
学
校
、
西
大

久
保
小
学
校
、
平
盛
小
学
校
と
広

く
、
交
通
量
の
多
い
国
道
2
4
号
を

渡
っ
た
り
、
な
か
に
は
六
。
・
も
の

遠
距
離
通
学
を

し
て
い
る
生
徒

が
あ
り
、
早
く

か
ら
新
設
要
望

が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

な
お
、
第
二

南
宇
治
中
学
校

が
完
成
し
ま
す

と
、
今
年
四
月

に
開
校
し
ま
し

た
桐
島
中
学
校

に
次
い
で
、
市

内
九
番
目
の
中

学
校
に
な
り
ま

す
。

95

第二南宇治中用地が内定

広野町尖山に59年4月開校

市
で
は
、
市
内
限
大
の
団
地
、

府
営
西
大
久
保
団
地
内
に
あ
る
南

宇
治
中
学
校
区
の
教
育
環
境
の
改

善
を
図
る
た
め
、
・
昭
和
五
十
九
年

四
月
に
第
二
南
宇
治
中
学
校
（
仮

称
）
の
開
校
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
ほ
ど
建
設
予
定
地
が
内

定
し
ま
し
た
。

内
定
し
た
場
所
は
、
広
野
町
尖

山
三
番
地
の
民
有
保
安
林
四
万
六

百
八
十
七
平
方
び
で
、
大
開
小
学

第
二
南
宇
治
中
の
建
設
予
定
地
（
正

面
の
建
物
は
大
開
小
学
校
）

青空市民相談9月2日三室戸で開催

市民の相談に親しく応じる池本

市長（7月30日、大久保で）

池
本
市
長
が
出
席

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

市
政
の
運
営
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
意
思
に
稀
つ
い
て
行
わ
れ

る
も
の
―
Ｅ
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
広
聴
活
動
を
通
じ
て
市
民
の
み

な
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
意
見
や

要
望
、
苦
情
な
ど
を
お
聞
き
し
て
、

市
政
へ
の
反
映
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。

そ
こ
で
、
幅
広
く
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
崖
の
戸
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
（
前
回
）
七

月
三
十
日
に
続
き
『
青
空
市
民
相

談
』
を
開
き
未
丁
。

残
暑
も
き
び
し
い
時
期
で
す
の

で
、
納
涼
版
と
し
て
九
月
二
日
出

の
午
堡
（
時
半
か
ら
八
時
半
ま
で
、

南
京
都
信
用
金
田
三
室
戸
支
店
駐

車
場
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
相
談
は
、
市
長
を
は
ト
応

市
の
幹
部
が
各
地
域
に
出
か
け
て

行
き
、
街
角
や
広
場
で
一
人
で
も

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
対
話

を
深
め
、
貴
重
な
ご
意
見
、
創
意

を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
要
求

の
実
現
に
む
け
て
取
り
組
む
た
め

の
も
の
で
す
。

前
回
七
月
三
十
日
に
大
久
保
保

ト
巴
Ｔ

育
所
園
庭
で
開
設
し
た
『
青
空
市

民
相
談
』
に
は
四
十
二
件
五
十
五

人
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
池
本
市
長
が
市
民

一
人
ひ
と
り
の
話
を
直
接
お
聞
き

し
ま
す
。
そ
し
て
、
細
か
な
点
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
部
長

が
要
望
や
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
み

な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
ダ
左

め
に
、
懇
談
形
式
で
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
な
お
、
市
政
以
外
の

意
見
や
要
望
は
、
関
係
機
関
へ
通

知
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で

広
く
ご
意
見
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。さ

ら
に
、
健
康
に
も
注
恵
し
て

い
た
だ
で
た
め
、
血
圧
測
定
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ

い
。

雨
天
の
場
合
は
延
期
し
Ｊ
一
子
。

あなたの声を市政へ

臆胆

昨
驚

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
横
島
小

学
校
を
分
離
し
、
来
春
、
横
島
第

二
小
学
校
（
仮
称
）
’
を
開
校
す
る

計
画
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
校
区
に
つ
い
て
地
元
説

明
<
l
t
!
を
則
参
ま
し
ｔ
。

I. % ﾉ八曼世ﾚー
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槇島に小学校を

新設
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江
戸
時
代
に
お
け
る
年
貢
は

租
税
の
こ
と
で
、
前
回
で
述
べ

た
村
高
か
基
準
に
し
て
、
領
主

が
農
民
に
対
し
て
収
取
す
る
も

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
五
百
石

の
村
高
か
肴
す
る
村
で
、
六
公

四
民
と
い
え
ば
、
六
割
に
あ
た

る
三
百
石
が
領
主
の
取
り
分
で
、

残
り
四
割
の
二
百
石
が
農
民
の

取
り
分
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

年
貢
率
は
六
〇
％
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
年
貢
率
が
高
け
れ
ば
、

農
民
の
取
り
分
か
減
少
し
、
そ

れ
だ
け
農
民
の
生
活
が
苦
Ｌ
ｙ

な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
江

戸
時
代
を
通
じ
て
年
貢
率
の
一

般
的
な
傾
向
は
、
初
期
が
高
く
、

以
後
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
庇

率
と
な
っ
た
ぶ
つ
で
あ
る
。
も

っ
と
も
領
主
や
地
域
に
よ
り
相

違
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
領
主
の

政
策
な
芦
老
の
一
時
期
に
よ
っ

て
も
変
化
し
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

ま
た
領
主
は
年
貢
高
を
記
載

し
た
免
状
を
農
民
に
下
す
が
、

そ
の
算
定
法
に
は
二
種
類
が
あ

り
、
一
つ
は
定
免
法
、
か
三

九
世
紀
中
葉
以
降
は
、
一
時
期

か
際
い
て
、
ほ
ぼ
定
免
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
宇
治
市
内
に
お

い
て
は
、
万
福
寺
領
の
五
ヶ
庄

各
村
痢
大
鳳
寺
・
棋
島
・
伊

勢
田
・
新
田
（
伊
勢
田
村
枝
郷
）

の
各
村
に
は
、
年
貢
高
を
ぶ
す

免
状
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

年
貢
率
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が

部
分
的
な
史
料
に
よ
り
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
、
宇
治
市
域
に

お
い
て
も
、
全
国
的
な
傾
向
と

同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。た

だ
宇
治
で
も
、
年
貢
率
が

常
に
四
〇
上
ハ
○
％
を
不
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た

領
主
や
地
域
に
よ
っ
て
も
異
な

っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

年
貢
率
の
変
遷

つ
は
検
見
法
で
あ
る
。
定
免
と

い
う
の
は
、
年
貢
高
ま
た
は
年

貢
率
を
一
定
に
し
た
も
の
鴛
言

い
、
検
見
法
は
領
主
が
そ
の
年

の
収
穫
を
検
査
す
る
法
を
い

ラ
も
の
で
、
享
保
改
革
以
降
に

多
く
使
用
さ
れ
た
。
下
図
の
万

福
寺
領
（
大
和
田
・
広
芝
・
畑

寺
村
な
ど
）
に
お
い
て
は
、
十

で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大

和
田
村
で
は
、
初
期
は
高
く
六

割
を
越
え
て
い
る
が
、
中
期
以

降
五
割
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

横
島
や
大
鳳
寺
で
は
、
中
期
は

高
く
後
期
に
な
る
に
従
っ
て
減

少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
こ

の
よ
之
鏡
象
は
宇
治
の
他
地

区
で
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
は

な
い
。
水
災
な
ど
災
害
に
あ
っ

た
と
き
は
年
貢
率
は
低
率
で
あ

っ
た
。
時
に
よ
っ
て
は
、
新
田

村
や
槙
島
村
で
み
ら
れ
る
ぶ
つ

に
「
水
損
皆
無
」
の
た
め
、
○

％
と
い
ラ
年
も
あ
っ
た
。

ま
た
万
福
寺
領
の
各
村
や
智

積
院
領
の
大
鳳
寺
村
で
は
、
比

較
的
高
率
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

水
質
検
査
で
安
全
性
を
確
認

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
池
恐
を

か
け
て
い
ま
す
「
く
さ
い
水
」
の

発
生
状
況
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

宇
治
市
の
水
道
事
業
は
、
人
口

急
増
に
対
応
す
る
た
め
、
宇
治
市
、

城
陽
市
、
八
幡
市
、
久
御
山
町
を

対
象
と
し
た
広
域
水
道
の
府
営
山

城
水
道
に
水
源
の
大
部
分
を
依
存

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
五

十
一
年
度
か
ら
は
、
自
己
水
源
の

開
発
を
毬
に
第
四
次
拡
張
事
業
に

▲粒状活性炭を投入（府営山城水道の急速ろ過池）

着
手
。
宇
治
浄

水
場
の
拡
張
工

事
か
行
い
、
今

日
で
は
市
内
総

給
水
量
の
七
う

％
を
府
営
山
城

水
道
に
依
存
し
、

自
己
水
に
よ
る

供
給
は
三
〇
％

に
な
っ
て
い
ま

す
。自

己
水
夕
侯

給
す
る
浄
水
場

は
、
宇
治
川
の

伏
流
水
と
深
井

戸
に
よ
る
地
下

水
を
原
水
ま
ｙ

る
宇
治
浄
水
場

の
他
、
四
ヵ
所

桓
島
・
伊
勢
田
・
新
田
村
な
ど

の
幕
府
領
は
や
や
低
率
で
あ
っ

た
。
一
つ
は
低
湿
地
の
た
め
収

穫
が
悪
い
と
い

ラ
地
形
的
に
恵

ま
れ
て
い
な
い

こ
と
も
十
分
考

え
ら
れ
る
が
、

領
主
の
政
策
で

あ
っ
た
こ
と
も

み
の
が
す
こ
と

は
で
参
な
い
。

次
回
で
は
、

宇
治
郷
に
お
け

る
屋
地
子
免
除

と
年
貢
の
半
納

に
つ
い
て
記
述

す
る
が
、
寛
永

十
三
年
（
二
八

三
六
）
ま
で
は

宇
治
郷
の
年
貢

率
が
九
割
近
か

っ
た
。
な
ぜ
こ

の
よ
シ
な
処
置

は
す
べ
て
地
下
水
で
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
、
よ
ほ
ど
直
接
的
な
汚
染

の
な
い
限
り
、
「
く
さ
い
水
」
の
発

生
の
心
配
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
依
存
度
の
高
い
府
営

山
城
水
道
の
原
水
は
、
琵
琶
湖
を

水
源
と
す
る
宇
治
川
天
ヶ
瀬
ダ
ム

か
ら
取
水
し
て
い
ま
す
。
五
月
か

ら
九
月
頃
、
琵
琶
湖
の
水
温
が
セ

氏
二
〇
度
に
達
し
た
と
き
か
ら
。

「
く
さ
い
水
」
が
発
牛
ず
る
ぷ
つ

に
な
り
ま
す
。

植
物
性
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
発
生
原
因

近
年
、
琵
琶
湖
は
高
度
経
済
成

長
の
中
で
周
辺
地
域
の
開
発
が
す

す
み
、
有
機
質
汚
染
か
ら
富
栄
養

化
現
象
が
著
し
ぐ
、
植
物
性
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
大
増
殖
が
見
ら
瓦
る

ぷ
っ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
植
物

性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
中
で
も
藍
藻

（
ら
ん
そ
う
）
類
の
盛
衰
が
「
く

さ
い
水
」
の
発
生
と
相
関
関
係
が

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
元
て
い
未
了
。

こ
の
藍
藻
類
の
発
生
の
原
因
と
な

る
富
栄
養
化
現
象
を
防
止
す
る
に

が
と
ら
れ
た
の
か
、
に
つ
い
て

述
べ
て
い
き
た
い
。（

歴
史
資
料
室
）

は
、
家
庭
排
水
、
農
業
排
水
等
の

流
入
に
つ
い
で
抜
本
的
対
策
が
必

要
で
す
。

滋
賀
県
で
は
、
五
十
四
年
十
月

に
「
滋
賀
県
琵
琶
湖
の
富
栄
養
化

の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
。

翌
年
七
月
か
ら
施
行
さ
せ
水
質
保

全
を
図
っ
て
い
未
了
。
1
ぶ
し
、

琵
琶
湖
全
体
の
水
量
の
中
か
ら
こ

の
ご
ぐ
微
量
の
物
質
忠
男
す
る

有
効
な
対
策
が
な
く
、
短
期
間
の

解
決
は
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
宇
治
市
水
道
部
で

は
、
「
く
さ
い
水
」
の
発
生
し
た
時

点
で
、
府
営
山
城
水
道
の
急
速
ｒ

過
池
（
き
ゅ
う
号
え
が
ち
）
内

に
有
機
物
の
除
去
に
効
果
の
あ
る

粒
状
活
性
炭
夕
投
入
し
、
脱
臭
処

技能功労者の推せん

30日まで受付け

市
で
は
、
毎
年
十
一
月
二
十
三

日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
’
技
能
功

労
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ
の

表
彰
は
、
長
年
一
つ
の
職
業
に
つ

き
優
れ
た
技
能
か
磨
い
て
こ
ら
れ

た
人
た
ち
の
功
労
を
た
た
え
る
と

と
も
に
、
社
会
的
・
経
済
的
地
位

や
技
能
水
準
の
よ
旦
層
の
向
上

を
図
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
も
九
月
三
十
日

ま
で
技
能
功
労
者
の
推
薦
か
受
付

け
て
い
未
丁
。
表
彰
の
対
象
と
な

る
職
種
や
推
薦
要
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。

こ
の
推
薦
要
項
に
該
当
す
る
人

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
同
業
の
団
体

や
、
商
工
業
者
の
団
体
、
そ
し
て
個

人
か
ら
な
推
薦
書
を
市
役
所
交
通

労
政
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
職
種
〉

大
工
、
建
築
技
術
、
左
官
、
土

木
技
術
、
建
築
手
伝
い
、
と
び
、

屋
根
、
畳
、
配
管
、
削
井
、
造
園
、

電
気
工
事
、
鉄
工
、
溶
接
、
板
金
、

金
網
加
工
、
の
こ
ぎ
り
目
立
て
、

茶
缶
製
作
、
塗
装
、
看
板
、
表
具
、

扇
子
仕
立
て
、
建
具
、
指
物
、
家

具
製
造
、
樋
屋
、
竹
細
工
、
茶
び

つ
製
作
、
陶
工
、
石
工
、
彫
刻
、

う
る
し
工
芸
、
写
真
、
下
絵
、
押

絵
、
美
容
、
理
容
、
調
理
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
、
洋
裁
、
和
裁
、
剌
し

ゅ
う
、
製
茶
、
製
パ
ン
、
菓
子
製

造
、
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
、

自
動
車
整
備
、
自
転
車
組
立
て
、

時
計
修
理
、
製
靴
、
は
り
・
き
ゅ

う
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
各

種
。
そ
の
他
、
市
長
が
適
当
と
認

め
た
職
種
。

〈
推
薦
要
項
〉

①
市
内
に
引
続
き
五
年
以
上
住

所
を
有
す
る
大
②
授
能
者
と
し
て
、

市
内
の
事
業
所
に
五
年
以
上
従
事

し
、
経
験
年
数
三
十
年
以
上
で
、

十
一
月
二
十
三
日
現
在
で
満
六
十

歳
以
上
の
大
卯
易
め
て
収
れ
た

技
能
を
有
し
、
他
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
人
の
引
き
続
き
そ
の
職
業

に
従
事
し
、
同
一
職
業
の
指
尋
的

立
場
に
あ
帚
人
⑤
小
規
模
の
事
業

所
で
従
事
し
て
い
る
人
。

（
交
通
労
政
課
）

槇
島
中
学
校

校
歌
（
歌
詩
）
が
決
ま
る

今
年
開
校
し
た
横
島
中
学
校

が
校
歌
（
歌
詞
）
を
募
集
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
応
募

作
品
（
七
点
中
）
か
ら
次
の
作

一
、
朝
霧
の
ぽ
る
宇
治
川
を

望
草
ハ
地
に
根
夕
ほ
っ
て

未
来
を
築
く
若
人
が

英
知
の
泉
湧
き
い
だ
し

力
の
限
り
学
び
ゆ
く

あ
あ
横
島
中
栄
え
あ
れ

二
、
歴
史
に
残
る
横
の
里

誇
り
を
胸
に
集
い
来
て

世
界
に
は
ば
た
く
若
人
が

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
作
詞
者

は
木
村
哲
夫
さ
ん
（
木
幡
花
揃

十
一
－
三
）
で
す
。（

教
育
委
員
会
）

理
想
は
高
く
美
わ
し
ぐ

誠
の
道
か
求
め
ゆ
く

あ
あ
横
島
中
栄
え
あ
れ

三
、
永
遠
に
輝
く
巨
椋
野
の

恵
む
自
然
に
育
く
ま
れ

希
望
に
燃
ゆ
る
若
人
が

心
奎
磨
き
身
を
鍛
え

我
が
学
舎
に
育
ち
ゆ
く

あ
あ
横
島
中
栄
え
あ
れ

私立保育園

11ヵ所で
育児相談を開始

市
内
の
十
一
ヵ
所
の
社
会
福
祉
法
人
立
保
育

園
（
左
表
）
で
は
、
地
域
の
早
μ
も
た
ち
の
豊

か
な
発
達
を
願
い
、
関
係
機
関
（
府
、
福
祉
事

務
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
）
と
連
携
し

て
、
育
児
相
談
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
な
ど
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
人
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｖ
育
児
相
談
日
・
：
9
月
3
日
切
を
は
じ
め
と
し

て
、
毎
週
金
曜
日
の
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら
午

後
2
時
ま
で
。

▼
相
談
内
容
・
：
一
し
つ
け
や
育
児
に
つ
い
て
Ｉ

赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方
、
離
乳
食
の
作
り
方
一

言
葉
、
自
立
、
友
だ
ち
関
係
一
障
害
の
あ
る

子
ど
も
の
育
児
一
保
育
所
に
子
μ
石
を
預
け

る
に
は
Ｉ
そ
の
他
、
教
育
、
非
行
、
生
活
困

難
な
ど
福
祉
に
関
す
る
も
の
。
（
保
育
課
）

市内の社会福祉法人立保育園
あ南明＜同0＊ひ三のな広

さ油￥．り胞勢い室ｉｒか野ひ保（Ｖ：くｆ呆田ら戸りよイ呆．

イ米青育ま育ｆ呆ぎ保（ｉｉし育ｆｔ剣ｍ偽

園育園ａ園園育

園園園

保育

園名

妬小五大大伊神菟木ｌｉＩＸ

辻介ヶ久久勢明ｍ．幡ヶ野

大町庄保保田石ｌａ．小庄町ｔ

ｉｌ南芝町町町塚植塚鳥丸内浦東平且ウ65378峰山

ｌＵ6219’函椋卜｜｜山9114284□312

5751111

343

住

所

2423324444434423323243

｜｜111111111

15043503350

5876616283258023252134

12412624152

電

話

96

置
夕
ず
る
ぷ
っ
常
々
要
請
し
て
き

て
い
ま
す
。
今
年
座
八
月
中
旬
か

ら
「
く
さ
い
水
」
の
発
生
が
あ
り

ま
し
た
が
、
府
営
山
城
水
道
で
は

た
だ
ち
に
約
三
十
ト
ン
の
粒
状
活

性
炭
を
急
速
Ｆ
過
池
内
に
投
入
し
、

「くさい水」の発生状況

56 55 54 53 52 51 50
発生

年度

8月

18日

Ｓ9

月25

日

9月

26日

Ｓ12

月8

日

6月

7日

Ｓ7

月3

日

5月

18日

Ｓ6

月5

日

5月

17日

16

月5

日

発

生

期

間

39 74｜ 27 21 20 1
日

数

8月

30日

10月

3口
｜

5月

26日

5月

27日

6月

1日
｜

活性

炭の

投入

日

さ
ら
に
着
水
井
（
ち
ゃ
く
す
い
せ

い
）
に
も
粉
末
活
性
炭
夕
投
入
す

る
な
ど
独
自
の
努
力
を
い
た
だ
き

一
定
の
効
果
牽
上
げ
て
い
毒
ｙ
。

な
お
、
各
家
庭
に
給
水
さ
れ
て

い
る
飲
料
水
は
、
水
源
か
ら
末
端

ま
で
府
営
山
城
水
道
と
宇
治
市
水

退
部
で
絶
刄
ｙ
水
質
検
査
を
実
施

し
、
そ
の
安
全
性
を
確
認
し
て
い

乖
ｙ
。
宇
治
市
水
道
部
で
は
、
今

後
も
「
く
さ
い
水
」
の
解
消
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
と
征
わ
け
上
水

道
を
ご
利
用
の
市
民
の
み
な
さ
ん

の
健
康
を
守
る
た
め
、
安
全
で
良

質
な
水
道
水
の
供
給
に
万
全
を
図

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「くさい水」発生の状況と対策

宇
治
市
史

の
窓

活性炭で消臭処置

万福寺領の年貢率の変遷
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どんどん体を動かそう

市
民
体
Ｉ
’
－
．
ｉ
ｒ
ｉ
ａ
と
太
陽
が
丘
で
は

次
の
ぶ
つ
な
催
し
を
行
い
ホ
チ
。

ふ
る
っ
て
参
加
し
、
体
を
・
鍛
え
て

く
だ
さ
い
。

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ｙ
と
き
・
・
・
9
月
1
2
日
間
、
午
前

1
0
時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
小
学

校
ｙ
内
容
・
・
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
。

体
操
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

ｙ
と
き
・
・
・
9
月
1
3
日
か
ら
1
0
月

7
日
ま
で
の
厄
週
月
・
木
曜
日
、

午
後
7
時
半
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
＝
・
木

幡
中
学
校
体
肖
館
ｙ
対
策
と
定
員

・
＝
中
学
生
以
上
の
初
心
ｉ
Ｖ
3
0
人
ｙ

参
加
料
・
＝
五
。
白
円
ｙ
申
込
み
・
・
市

民
体
肖
課
（
尽
苔
1
4
1
）
へ
。

体
力
テ
ス
ト
判
定
員

養
成
講
習
会

体
力
テ
ス
ト
の
正
し
い
普
及
を

図
り
、
体
力
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
た
め
に
公
認
体
力
テ
ス
ト
判

定
日
ｍ
講
習
会
を
聞
き
柔
す
。

ｙ
と
き
・
・
・
9
月
1
2
日
間
、
午
前

9
時
～
午
殴
5
時
ｙ
と
こ
ろ
＝
・
神

公
民
館
で
は

現
代
社
会
の
中
百
害
″
石
を

と
り
ま
く
環
境
は
、
限
定
・
画

一
化
さ
れ
る
一
方
、
過
剰
な
情

報
の
中
で
于
μ
石
た
ち
は
、
受

身
的
に
な
ら
ざ
る
忿
政
な
い
状

況
で
す
。
子
μ
も
た
ち
が
も
っ

と
創
造
力
を
発
揮
し
、
生
き
生

≪
Ａ
＞
目
然
に
も
親
し
ひ
な
か
で

育
っ
て
い
く
環
境
が
必
要
で
は

な
い
で
し
よ
ラ
か
。

そ
の
環
境
敬
子
μ
石
と
一

緒
に
な
っ
て
大
人
が
作
り
あ
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

親
子
教
室
や

自
然
の
教
室

公
民
館
で
は
、
今
日
親
子
の

会
話
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
状
況

の
中
で
、
今
ま

で
に
「
親
子
映

田
の
災
い
」
や

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
敦
室
」

「
親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室
」
な
ど

親
と
子
が
一
緒
に
な
っ
て
活
句

で
き
る
教
室
を
間
い
て
岳
”
し

た
。
更
に
、
昨
年
か
ら
は
子
ど

も
が
自
然
に
親
し
め
る
ぷ
っ
に

明
小
学
校
体
育
館
ｙ
参
加
資
格
…

体
育
指
導
を
さ
れ
て
い
る
人
か
、

今
後
さ
れ
る
人
ｙ
定
員
・
：
3
0
人
▼

費
用
…
受
講
は
無
料
、
た
だ
し
テ

キ
ス
ト
代
と
認
定
料
が
于
で
百
五

十
円
必
要
ｙ
申
込
み
・
：
9
月
1
0
日

ま
で
に
市
民
体
育
課
へ
。

太
陽
が
丘
の
催
し

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
日

ｙ
と
き
・
＝
9
ｎ
ｒ
：
：
日
山
、
午
前

9
時
半
～
午
後
4
時
半
ｙ
と
こ
ろ

・
：
陸
上
競
技
場
ｙ
内
容
…
走
・
跳

や
ボ
ー
ル
け
り
。
自
己
記
録
も
測

定
ｙ
参
加
料
・
：
大
人
二
百
五
十
円
、

高
校
生
以
下
百
五
十
円
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ｙ
と
き
・
・
・
9
月
2
3
日
、
午
前
1
0

時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
：
陸
上
競
技
場
、

球
技
場
ｙ
参
加
資
格
・
：
5
5
歳
以
上

で
構
成
し
た
チ
ー
ム
ｙ
参
加
料
・
：

千
五
百
円
ｙ
内
容
・
：
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
ｙ
申
込
み
・
：
9
月
1
5
日
ま

で
に
、
は
が
き
で
。
く
わ
し
ぐ
は
、

公
園
セ
ン
タ
ー
（
広
野
町
八
軒
屋

谷
1
豊
⑩
7
6
7
8
）
へ
。

秋
の
市
営
結
婚
式

挙
式
希
望
者
を
募
集

市
で
は
、
市
営
結
婚
式
夕
通
年

受
け
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
存
・
秋
の
季
節
制
に
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
秋
の
挙
式
可
能
日

を
次
の
と
お
り
定
め
、
希
望
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

ｙ
挙
式
可
能
日
・
・
・
1
0
月
1
4
日
、

1
7
日
、
1
1
月
1
日
、
2
日
、
3
日
、

1
4
日
、
2
1
日
、
2
3
日
、
2
7
日
、
挙

式
時
間
は
、
午
前
1
0
時
と
午
後
1

時
の
2
回
ｙ
予
約
期
間
＝
・
9
月
1

子
μ
石
た
ち
が
一
緒
に
活
動
で

き
る
場
か
石
う
け
て
岳
”
し
た
。

し
か
し
、
公
民
館
で
も
子
ど

も
を
育
む
事
業
は
、
ま
だ
芽
ば

え
た
ば
か
り
で
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
も

仲
間
づ
く
り
の
場

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
活

動
で
き
る
環
境
は
、
子
μ
石
と

日
か
ら
1
4
日
ま
で
。
こ
の
期
問
以

外
は
受
付
け
で
拿
笹
ん
ｙ
申
込

み
・
・
・
9
月
1
4
日
ま
で
に
山
陽
茄

（
宇
治
里
尻
7
1
－
9
、
讐

0
4
）
に
予
約
し
、
挙
式
日
の
1
5

日
前
ま
で
に
、
挙
式
料
二
千
円
を

そ
凡
て
申
込
吋
か
扱
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
陽
旅

に
お
問
い
ａ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
市
民
会
館
）

フ
ア
ミ
リ
ー

キ
ャ
ン
プ
マ

中
村
明
子

（
小
倉
町
）

■
3
）
≪
族
で
キ
ャ

ン
プ
に
け
ぐ
な

ん
て
初
め
て
の

Ｊ
で
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。

参
加
し
た
の
は

の
び
の
び
育
つ
環
境
を

と
野
外
学
習
や
天
体
観
望
か
交

じ
兄
た
「
自
然
史
教
室
」
や
「
宇

宙
科
学
教
室
」
を
開
催
。
さ
ら

に
、
木
幡
と
小
倉
の
地
区
公
民

館
で
は
、
「
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
」
、

「
子
ご
も
パ
ン
づ
く
り
教
室
」
、

「
子
芦
も
菓
子
づ
く
り
教
室
」

な
ど
、
地
域
の
年
齢
の
異
な
る

親
と
地
域
も
Ｉ
緒
に
な
っ
て
つ

く
り
あ
げ
て
い
く
必
ガ
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
よ
ラ
か
。
公

民
館
が
、
子
と
も
た
ち
に
と
っ

て
も
仲
川
づ
く
り
の
場
で
あ
り
、

地
域
の
焚
殺
育
の
拠
点
と
な

る
よ
っ
に
今
殴
も
収
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

圧
家
族
だ
け
だ
っ
た
け
ど
、
と

て
も
に
ぎ
や
か
で
、
キ
ご

蝿
に
テ
ン
ト
を
張
る
と
一
つ
の

小
さ
な
吋
が
で
三
た
と
い
う
Ｓ

じ
だ
っ
た
。

み
ん
な
で
、
歌
か
活
っ
た
り

竹
で
コ
″
プ
を
作
っ
た
り
し
て

呵
も
か
も
が
楽
し
い
こ
に
こ
ぽ
か

　
選
挙
人
名
薄
の
縦
覧

　
選
挙
管
理
斉
Ｅ
で
は
、
昭
和

五
十
七
年
九
月
二
日
に
登
録
す
る

選
挙
人
ｙ
‥
‥
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
ｙ
と
き
・
・
・
９
月
３
日
向
～
７
日

固
、
午
前
８
時
半
４
　
　
歯
５
時
（

土
・
日
曜
日
も
平
常
ど
お
り
）
ｙ

と
こ
ろ
・
＝
宇
治
市
選
挙
管
理
委
ｓ

会
事
篇
一
・
Ｑ
ｙ
登
録
さ
れ
る
人
＝
・
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
、

昭
和
5
7
年
９
月
１
日
現
在
、
引
続

息
臣
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
で

す
。
①
昭
和
3
7
年
９
月
２
日
ま
で

に
生
奔
れ
た
人
（
満
2
0
歳
以
占

１
昭
和
5
6
印
1
2
月
1
7
日
～
5
7
年

６
月
１
日
に
転
人
届
を
さ
れ
た
人
。

②
昭
和
5
7
年
４
月
1
3
日
～
９
月
２

日
に
満
2
0
歳
に
な
っ
た
人
（
昭
和

3
7
印
４
月
1
3
日
～
９
月
２
日
に
出

生
）
で
、
昭
和
5
7
印
６
月
１
日
ま

で
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

公民館のお知らせ

第
1
3
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

ｙ
と
き
＝
・
9
月
2
5
日
山
、
午
殴

1
時
半
～
4
時
ｙ
と
こ
う
・
・
小
介今年のファミリーキャンプ教室、炭山キャンプ場で

り
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
一
吊
心

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り

食
ぷ
の
こ
と
示
な
し
Ｉ
。

汲
曖
の
食
刺
の
雌
食
は
、
私

た
ち
子
ど
も
が
ｍ
つ
た
カ
レ
ー
。

ち
ょ
っ
と
、
と
ろ
み
が
た
り
な

か
っ
た
み
た
い
だ
け
ど
、
お
い

払
っ
た
。

Ｏ宇治市公民館…宇ｉｆ；’ＩＩ尻71の

9（ａ四2804）

○宇治市木幡公民館…Ａ幡内畑

34の7（豊⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小介町与

内91（Ｓｃ4687）

選
挙
人
名
簿
に
は
、
｛
濤
、
氏

万
ｙ
一
‥
、
生
年
月
日
な
ど
が
記
政
さ
れ

て
い
‘
手
ゐ
で
間
違
い
が
な
い
か

確
か
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

（
選
挙
町
理
委
員
会
）

献
血

ｙ
9
月
1
0
日
出
、
午
前
1
0
時
か

ら
正
午
ま
で
と
午
殴
Ｌ
時
か
ら
3

時
半
ま
で
、
黄
四
百
衛
隊
で
。

Ｖ
9
月
印
日
測
、
午
前
1
0
時
か

ら
庄
午
ま
で
と
午
陵
ｔ
時
か
ら
3

時
半
ま
で
、
小
介
酉
友
ス
ト
ア
駐

巾
場
で
。
（
保
健
衛
牛
課
）

犬
・
猫
の
引
取
り

ｙ
と
き
＝
・
9
月
1
4
日
陶
ｙ
と
こ

ろ
＝
末
幡
公
民
館
＝
午
前
1
0
時
4
0

分
、
小
介
公
民
館
ｌ
午
前
1
0
時
5
0

分
、
日
原
公
会
堂
―
午
前
Ｈ
時
1
0

分
、
宇
冶
保
健
ぶ
Ｔ
午
前
Ｈ
時
2
0

分
。
（
宇
治
保
健
所
）

公
民
館
ｙ
講
師
・
・
・
岡
本
び
子
さ
ん

ｔ
ｅ
Ｈ
－
2
4
人
（
先
符
順
）
ｙ
材

料
ｎ
・
＝
三
。
白
円
か
必
要
ｙ
対
喩
・
・
・

小
学
校
五
、
六
年
生
と
中
学
生
ｙ

申
込
み
＝
・
材
料
費
宮
で
凡
て
、
小

貪
公
民
館
へ
。

中
学
生
を
考
え
る
講
座

「
望
ま
し
い
家
庭
愁
目
の
あ
り

方
」
を
テ
ー
マ
に
、
夜
闘
に
聞
き

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
ご
夫
婦

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ｙ
日
程
と
テ
ー
マ
・
：
左
表
ｙ
時

間
…
午
後
7
時
～
9
時
ｙ
と
こ
ろ

・
：
小
倉
公
民
館
ｙ
対
象
・
：
市
内
に

在
住
の
中
学
生
の
父
ほ
ｙ
定
員
・
・
・

4
0
人
、
多
数
の
場
合
は
抽
選
ｙ
申

込
み
…
往
復
は
が
き
に
「
中
学
生

を
考
兄
る
講
座
受
講
希
望
」
と
書

婦人学級日程表

回 ａｆｉ テーマ 講師

1 9／2＜4ｉ学押を進めるにあたって木幡公尺館ｌｉ

2 10／Ｉ吻余暇と生活ａ丿
京柵丈教短期た・7

剥ｆＪｌｔｉｉ1ヽりよｆ・

3 8囲
ぶ庭と敦斤Ｉ家旺教斤のあ・け

μ図中「た’／ｉ＊．≪ｌ．ｔ叶

丿ｌ＜杉Ｉ－ｆ－代ｆ－

4 13＊
■庭と軋ｔ！ＩＩｆ供刀咬ｌｃｔＨの役割

阿山■ｔ淀人－ｉ－斡綬・ＩＩＩｒａ．’ｉ

5 ？？≪食ｉ問題を考える
農卜水4石μは1；乍

侈所か帳野川けｒ！

6 2＞ｆｆｌ
秘皇の食ｔｉＳ

又ラ＜ト映卜

友品科丿研ａｔ

蒔ＩＳ．叩淳

7 ｌｌ／5ｉｔ！”ｋ’ｔで柴しいお弁■’！；？ｌＴ，ｔが
・＊灸ｔ

小川寛ｆ・

8 Ｉ？4Ｉ人との接しなけ問関係？
7、むなｆ大学

政ｔｉ’Ｉ－ｉｎＳ．1

9 Ｉ地
客起；；おける

のｉｉ割■なのｉｉ月

ｗ都ご介靫りンター研竃ｆ乍ｔ．＊液ａ

10 2咄 帰へ：ｎｆ立とｌｉｉ
ｔ

日
乱ｉぷＩｔｆｆｎ

｜｜■「2／7沈楽しい■ｍをつくるには
大谷女／－人学

剥Ｍ竹内安ｆ

12 ＩＯ（≪学ガのまとめ 公尺尉叫指ｆｌｉｉ

宇
治
妙
楽

宮
崎
進
也
ち
ゃ
ん

中学生を考える講座日程表

進也ちゃんは人見知りしない元

気な子、ズタズタ成長してほしい

ので進也と名付けられました。

この欄に掲載するお子さん（56

年9月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

い
て
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
子
片
も
の
在
籍
中
学
校

Ｚ
と
学
咄
に
を
ａ
‥
い
て
、
9
月
1
1
一
日

ま
で
に
小
倉
公
民
館
へ
。

婦
人
学
級

「
啄
嘱
つ
く
り
と
婦
人
」
を
テ

ー
マ
に
婦
人
学
級
を
開
き
ま
す
。

ｙ
日
程
と
テ
ー
マ
・
・
・
右
衣
ｙ
時

間
＝
・
い
ず
れ
ち
午
前
9
囃
Ｔ
ぶ

午
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
ｙ
対

染
・
＝
巾
内
在
ぼ
の
婦
人
で
、
続
け

て
学
習
で
き
る
人
！
肖
・
3
5
人
。

多
れ
の
場
〈
‥
は
抽
選
ｙ
申
込
み
＝
・

往
復
は
が
き
に
店
出
、
氏
ｚ
‥
、
甲

齢
、
1
摩
と
「
婦
人
学
級
希

咀
」
と
占
い
『
9
月
1
0
日
ま
で

に
木
幡
公
民
館
へ
ｙ
保
育
・
：
学

習
さ
れ
て
い
る
川
、
2
歳
以
上
の

幼
児
2
0
人
を
保
育
Ｌ
ｙ
ゞ
す
。
受
講

申
込
み
時
に
、
幼
児
名
と
性
別
、

生
年
月
日
か
書
い
て
申
込
み
侃

婦
人
の
健
康
教
室

ｙ
日
程
と
内
容
・
＝
左
衣
ｙ
時
間

・
・
・
午
前
9
時
半
ト
正
午
ｙ
会
場
・
・
・

木
幡
公
民
館
ｙ
定
日
・
・
3
0
人
（
先

沿
順
）
ｙ
申
込
み
・
＝
心
話
ま
た
は

は
が
き
に
、
吃
町
、
氏
乱
‥
、
吊
齢

心
話
番
り
と
「
健
康
敦
室
希
望
」

と
ａ
‥
い
て
、
木
幡
公
民
館
へ
。

回 月日 テーマ・内容 予定講ａ

｜ 9／2Ｉ全
｜開耳式）・ｉ旺Ｓｆ（ｔ：：ｆ”ｌか

一巾■ｒｔの視として－

京むがｉ人学ｆｔ）■；

ｔＩｌｌＫ

2 10り：4？
中学生の問題！哨と

■匙とのかかお’）

4ｘｊよう

宇かｉ渚育ＳＨ＾．’ｌ少りｔｋ室
なｔ乍ｒ，山2

3 ＩＯ／8含
’ｉ咆；ごおける

嗅のあ1ぱ

－とくに父観として－

Ｔ乱少ｆＳ麓長

ｉｉＦ．Ｓ！

4 ｌＯ／ＩＳ奎
■庭ｒ．おける

筏のありり

－とくｉ：け観として－

余良教介人－Ｖ’ＳＳｆｉＫ

田中’Ｘ．ｆ

5 13／22＊）

家経における性教介

一観としてすべ5

こと・できること－

11竹Ｒ介研究会常汀理乍

’ｔ村ｓａ

6 10’Ｚ9全

望ましい

ぶ庭刀あ’ｉ，ぢ

－’＊Ｊ公一

Ｉ’』式｀

■ｒ，ｆｔｉむれｆｒ6ｉｉｌ＞

桁ｆｌｆ．ｌ．Ｓ

－ｌｉｓａａ・赳山！ｒｉ，ｒｆｌ

別牟ｆ人郎

ヤな9Ｕ堵吽旱－

婦人の健康教室日程表

回 実＆日 講義内容 講師

1 9々Ｊ刈 ψ、朗吋ライフサイク・レ
医師し浮文ｉＪ

2 ＩＯ／6ｉ≪≪ＭＵそ以ｌＳ ｉ師松乍丈絵

3 Ｉ0／Ｉ3團Ｈ’－ｌｔｔ食乍活Ｋ随ｆｌｉｔ．1栄Ｓｔ

4「0／20＊
若さをｉｔつ休力づり

一ｆＨｉ－

乍ｉｎ＊以ボー・ソ筏興畜議会

ｔｉｉヤ西ｔｆ

5 10／27團
‘ｇ疾の健．ｋをど－Ｉ’、ｆるか

一日常±ｒＳｌ腱「．気チェックーＫ随貯にｘほ健ａ
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調
理
師
試
験
と

試
験
講
習
会

ｙ
調
理
師
試
験
・
・
1
0
川
3
日

間
、
午
後
1
時
半
か
ら
閉
西
文

理
学
院
・
鞍
馬
口
校
（
京
都
市

北
区
上
御
霊
上
江
町
1
2
7
）
で
、

願
書
受
付
け
は
9
月
7
日
か
ら

1
3
日
ま
で
。
手
数
料
は
ニ
ヱ
ハ

百
円
。
く
わ
？
は
、
宇
治
保

健
所
（
Ｓ
⑩
2
1
9
1
）
へ
。

ｖ
調
理
師
試
験
講
習
会
＝
・
宇

治
公
衆
衛
生
協
瓦
が
間
き
ま
す
。

9
月
2
1
日
團
と
刀
日
困
、
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
、
宇

治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
。

受
講
料
は
テ
キ
ス
ト
代
冷
西
め

て
五
1
円
（
協
会
口
は
四
1
円
）
。

申
込
み
は
9
月
7
日
か
ら
1
3
日

ま
で
宇
治
保
健
町
で
、
試
験
順

｛
受
付
け
と
同
時
に
。

（
宇
治
保
聞
町
）

移
動
図
書
館
　
　
　
　
　
（
９
月
分
）

29日

湘

28

日

（火）

24日

翻

22日

南

21日

（火）

16日

Ｃ木）

14

日

（火）

Ｋ〕日

廟

9日

南

8日

南

7日

（火）

2日

南
日

伊勢

田
開

遊

田

野

神

白

川

蔭

山

横

鳥

平

盛

西大

久

保

大久

保

緑ヶ

原

南小

倉

北／μ

倉

木

幡

岡

屋

東南

山

広岡

谷

御蔵

山

六地

蔵

地

区

14

●●00

Ｓ

16・●

00

14・●

00

Ｓ

15

●●＾0

14

●●00

Ｓ

16

●●ＯＯ

11

●●00

Ｓ

11・●

40

10

●●00

Ｓ

10・●

30

15

●●00

Ｓ

16

●●00

13

●●30

Ｓ

14

●●30

14

●●40

Ｓ

16

●●ｕｏ

13

●●30

Ｓ

14

●・20

10

●●00

Ｓ

11

●●00

14

●●00

Ｓ

16

●●・0○

10

●・00

Ｓ

11

●●30

14

●・○Ｏ

Ｓ

16

●●00

14

●●50

Ｓ

16・●

10

13

●●30

Ｓ

14

●●20

14・●

30

Ｓ

15・●

50

13

●●30

Ｓ

14

●●10

14

●●40

Ｓ

16

●●20

13

●●30

Ｓ

14

●●ｚｏ

時

間

伊勢

田呻

仕

開公

民分

館前

遊

旧

－・㎜－角

公

園

ミ

白

側

茶

研

イた

リ

口

ユ－－

チカ

杜宅

横

八南

木落

吋

レ2

1の

ン通

り

平

盛

／Ｊヽ

’7＝

佼

西大

久保

小学

校

旦掠

公会

ｒな前

緑ヶ

原児

童公

園

南

小

行

’Ｊヽ

’？

校

北

・」ヽ

介

／」ヽ

■ｒ－

校

木幡

公尺

館前

岡Ｍ

小学

校

悔

垣

タ

ノく

コ

店

前

明星

保育

園上

ノレ

ｉ卸蔵

山小

－Ｖ＊咬

ノに地

蔵公

会堂

前

駐車

場所

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
9
月
は
、
ほ
週
月
曜
日
と
1
5
日
、
2
3
日
、
3
0
日
で
了
。

スポーツの秋！

少
年
教
育

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程
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1團
　　　相談ごあんない

　まちづくりのことや、身近な悩
みにお答えします。

市民相談…日曜・祝日を除く毎日

　市民相談室で、市政に限らず身
　近な悩みごとにお答えしていま
　す。また、月１回市内各所で移

　動市民相談を実施。a⑩4029市
　民相談室。
消費生活相談…商品のクレームな

　ど、専門相談貝が衣食住全般の
　苦情処理と相談に応じます。毎

　月第４水曜日の10時~15時市役
　所商工観光課で実施。また．月

・　１回市内各所で移動消費生活相
　談を実施。その他、消費苦情相

　談は日曜・祝日を除く毎日、商
　工観光課で受付。お問い合わせ
　は, a⑩3i4i商工観光課へ。

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

2困

●法律相談（市民会館13時

　半～15時半）　人権相談（市民会館lO時
　～15時）･

3(i
血圧相談（小倉公民館９
時半～11時）

4出 ●結婚相談（川来集会所13
　時～15時）

５⑧
6(月)

7 肉
●心配ごと相談（社会福祉

　協議会13時～15時）

8困
移動消費生活相談（御蔵
山集会所10時～15時）

9困
●法律相談（市民会館13時

　半～15時半）

10(i
血圧相談（木幡公民館９
時半～11時）

11出
●結婚相談（川東集会所13
時～15時)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

12⑧
13(月)

乳児相談（保健医療セン
ター９時半～11時）

14㈹

●-＝．ｔ．Ｊ－ａ･ ／・ＩＡ４－・｜

・'L-Hじ―C 惘吠V仕ぷ佃¶【
　協議会13時～15時）
●年金相談（社会福祉協議

　会10時～正午）
　家庭児童相談（小倉公民

　館I∩時～15時）

　　交通事故巡回相談所

と　き　９月８日(水)･22日(水)

　　　　午前９時～午後4時

ところ　宇治市宇治若森
　　　　京都府宇治地方振興局

内容　●交通事故の法律問題

　　　　●示談のしかた●賠償

　　　　額の算定●訴訟、詞定

　　　　のしかた●自賠責保険
　　　　等の利用、臍求のしか

　　　　た他。

お問い合わせ宇治地方振興局

　　　　　　　雲⑩2970

15R

16困

●高齢者無料職業相談（社
　会福祉協議会10時～15時）
●法律相談（市民会館13時

　半～15時半）
　行政相談（市役所市民相

　談室10時～16時）
　幼児相談（保健医療セン

r-ICS吋十　1<士吋-+-ノ

もえないゴ

ミ収集日程

表

17fi 血圧相談（広野公民分館９時半～11時）

18仕) ●結婚相談（川東集会所13時～15時）

19⑨

20(月) 乳児相談（木幡公民館９時半～11時）

21関●心配ごと相談（社会福祉協議会13時～15時）

22困 消費生活相談（市役所商工観光課10時～15時）

23R

24(i
●法律相談（市民会館13時半～15時半）

　移動市民相談（広野三軒家集会所13時半～16時）

25(i)
●結婚相談（川東集会所13
　↓　.n4-χμ寸　lopすノ

社会福祉協議会の相談（●印）

　１人で悩まず．お気軽にご相談
を。(社会福祉協議会＝宇治橋通
り市役所分庁舎内・a⑩56 5 0）

●心配ごと相談(民生児童委員）
　よろず相談全般。
●法律相談（弁護士）

　法律問題全般。
●結婚相談（専任相談員）

　登録・紹介。
●高齢者無料職業相談（京都府社

　協・相談所貝）
　高齢者の求人・求職など。
●年金相談（社会保険労務士）

　年金全般。

-

-

-

-

-

-

-

26⑧

27(月)

28W

●心配ごと相談（社会福祉

　協議会13時～15時）
　家庭児童相談（小倉公民

　館10時~15時

29困
青少年相談（市民会館13

時～16時）

30困

10月

1 ^

2出
¶

市役所清掃課ＴＥＬ223141番

開町（国道筋を除く全域）9／117広野町（小根尾、大開、尖山．宮谷、中島、丸山）
西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山．東裏、寺山、国道筋を除く西裏・茶屋裏）

218大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）320開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

宇治（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）421羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市道筋以南の西浦）

622伊勢田町（遊田、砂田）西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前723までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）

棋島町（全域）824小倉町（近鉄以東の新田島）

宇洽（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御Ｍｉ・天神）

木幡（平尾、須留、御蔵山．畑山田、御ｍ、陣ノ．927内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

1028中村、南山畑．南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ束）

木幡（熊小路）五ケ庄（雲雀島、谷前、西田．古川、北ノ庄、西河

原、壇ノ東、寺界道．野添、大林、梅林、西1329浦、新開、平野、折坂、福角、一・二・三番

割．国鉄以西の芝ノ東）菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

菟道（平町を除く全域）．1430明星町（全域）

志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内、又振、山田）

宇洽（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神．弐番、

1510／1池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）161〔1／2神明（全域）

宇治（蛇塚、大谷、野神一部）祭器則詣レｎ

もえないし尿収集日程表 城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171－3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域

122北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山令域
正中（国鉄以西）＞西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳永、柿ノ木町、224一丁目、札ノ辻町、紺屋町

325内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、！恥］ｎ路、南端（国鉄以西）
427大林、梅林、1芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
729寺界道、古川、西田．北ノ庄．野添、谷前、西浦一部．梅林官有地、大林一部・
830西浦一部．新開．平野府営住宅．折坂一部・
910／1福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
1010／2車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）
1110／4車田丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鈴以丙丿谷下り（国話以丙ｊ
13福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割、・三番割一部
14西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
16芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）■
17南山（Ｂ）、金草原
18南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
20北畠、桧尾、平尾、須留
21花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

122下居、善法、壱番，妙楽、宇文字、里屏（国鉄以南）、塔川

224蓮華、乙方、束内、又振、白川、金井戸、山本、荒棋．田中、大垣内、妙見、志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川．中筋．325池山谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

14田原、井ノ尻、旦椋．平盛南ノロ

北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋ｓ．久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、16寺山（翠光園団地）

寺山．大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、17石塚（心華寺通り以西）

18東裏一里山桐牛谷開町石塚（心華寺通り以東）宵北一部
20小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、21壱番一部（宇冶橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

ゴミ減量にご協力ください

●・ゴミの水切りを完全に。●燃えるゴミの中にガラスや空カンを入れないでください。・・新聞や雑誌類はゴミとして出さずに、町内会などでまとめて古紙回収へ。（清掃課）

し尿収集の届出を！！

家族や同居人に増減があったり転出転居、浄化槽設置等でし尿収集届出に異動があったときは、市役所清掃課へ届出てください。（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

122東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
224南落合（4の通り以降～13の通りまで）
325南浦（100～110，84～98，30－33）、大尽団地、山際一部
427南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）’

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、628郡、石ｍ（大川原線以東）

729老ノ太久保西山（国道以東）ｍ池

30東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、8十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

910／1寺内、西浦
10ｌＱ／2南ＭＭ本通以北）、南堀池（本通以南）
11ｉａ／4南堀池（大和、田中）、堀池

南遊田、遊田、砂田．南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻13中ノ田、名木、浮面、安田町全域

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、冲畑、春日森，―ノ坪、島前、14大町、大川原巾川原（大川原琉以西）、石橋ｃ大川原線以西）

16中山（近ＳｋＫｉ西）、毛語、若林
17羽拍子町
18蛇塚、弐番（府道以北）、池森米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地．中央台、西山（国道以西）、20神楽田（山巾含む）

21戸ノ内矢落（国鉄以北），若森（国鉄以北）、里屏（国鉄以北）、／Ｊ≪

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市

民
憲
章
か
ら
）

□
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
こ
般
生
活
相
談
は
市
役

’
所
市
民
相
談
室
で
、
消
費
苦
情
相
談
は
商
工
観
光

　
課
で
．
教
育
相
談
は
散
育
委
延
会
で
、
日
曜
日
を

　
除
く
毎
日
受
付
家
庭
児
童
相
談
は
月
Ｉ
金
曜
日

　
の
1
0
時
1
1
6
時
に
宇
治
福
祉
園
内
の
家
庭
児
童
相

　
談
室
（
⑩
8
6
9
8
）
で
、
ま
た
、
高
齢
者
職
業

．
相
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
0
時
ｌ
’
1
6
時
宇
治
橋

　
通
り
分
庁
舎
内
で
職
業
紹
介
（
無
料
）
更
訂
い
ま
す
．

相
談
カ
レ
ン
ダ

ー ９
月
分

敬老の日９月15日
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